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論文内容の要旨
レーザーによる爆縮核融合においては爆縮効率，爆縮の一様性，燃料の前駆加熱の抑制が重要である。
本論文は爆縮の一様性をはかる方式として，レーザーにより生成されたプラズマの噴出圧力 lとより燃料
ペレットを直接爆縮するかわりにレーザー光をX線に変換しこれにより燃料ペレ y 卜の爆縮を行う間
接駆動型爆縮方式を提案している口本論文は次の 6 章より構成されている口
第 1 章は緒論であって，間接駆動型爆縮が球対称一様爆縮の実現に有効な手法である乙とを論じ，本
論文の位置付けを行っている口
第 2 章では，爆縮の一様性に必要な爆縮ベレットの流体運動を調べるために開発した短パルス X線ラ
ジオグラフ法について述べ，実験方法を明らかにしている。
第 3 章では，このX線ラジオグラナ法をレーザー爆縮計測へ応用し，爆縮の一様性がレ ザー照射条
件 lこ大きく依存していることを明らかにしている。
第 4 章では低密度フォームペレットの爆縮過程の諸特性について述べている。密度が50--- 100mg/∞ 
のプラスチックフォームを燃料球に厚くコートすることにより，ターゲッ卜質量を増加させることなく，
レ ザー吸収領域と燃料球を幾何学的に遠ざけることができる。この構造により燃料ベレッ卜がレ ザ
ー照射条件によらず球対称に圧縮できることを示している。レーザー光吸収率もレーザーの集光条件に
ほとんど依存せず，従来のペレットに比べ高い吸収率が得られることを明らかにしているD
第 5 章では， レーザー生成プラズマから発生する軟X線のスペクトル並びi乙発生量のレーザー強度依
存性，パルス幅，入射角並びにターゲット材料に対する依存性を明らかにしこのレーザー生成プラズ
マを外部X線源としたX線輯射駆動型爆縮方式における高効率，前駆加熱抑制ターゲットデザインにつ
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いて新知見を与えている。
第 6 章は結論であって，得られた結果についてまとめ，本論文の総括を行っているo
論文の審査結果の要旨
レーザー核融合においては 爆縮の一様性を確保することが爆縮効率の向上 燃料ペレットの前駆加
熱の抑制と共に重要な研究課題である口本論文は爆縮の一様性を向上する方法として，間接駆動型爆縮
方式を提案し低密度フォームを用いた求心衝撃波駆動型爆縮.及びレーザープラズ、マよりの軟X線に
よる X線幅射駆動型爆縮に関する実験的研究を実施しその結果をまとめたもので 得られた成果を要
約すると次の通りである。
(1) 爆縮の一様性の計測法としてレーザープラズ、マよりのX線を利用した短パルス X線ラジオグラフ法
を開発し， x線発生時間がほぼ照射レーザーパノレス幅に等しいことを示し，その有効性を実験的に検
証している。
(2) レーザー光吸収領域とプッシャー領域とを低密度フォーム層により幾何学的に分離した燃料ペレッ
トターゲットではプッシャーがレーザー光吸収領域近傍で発生した求心衝撃波により爆縮され，爆縮
の高い一様性が与えられることを明らかにした。
(3) 低密度フォーム層を有する燃料ベレットターゲットでは短パルスレーザーに対し，セ lレ構造が作用
し，吸収効率が向上することを明らかにした。
(4) 金をはじめとする種々のタ ゲット材料より放射される X線スペクトノレの特性 レーザーの軟X線
への変換効率を実測し， x線輯射駆動型爆縮方式のターゲット設計に対する有効な情報を提供してい
る。
(5) 金ターゲットよりの X線転射によるペレット爆縮を実施し，爆縮の圧力源となるプラズ、マのアブレ
ション圧力がX線源の幾何学的強度分布 lとより決り. x線駆動型爆縮が爆縮の一様性向上 l乙有効で
あるばかりでなくレーザー直接照射の場合よりも高いアプレーション圧力を発生しうることを見出し
ている。
以上のように本論文は爆縮の一様性向上に関する数々の新知見を得ており，レーザー核融合研究に貢
献するところが大きい口よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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